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コ
ロ
ナ
対
応
デ
ジ
タ
ル
化
支
援

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
事
業
者
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

事
業
の
対
象
は
。

中
小
企
業
を
対
象
に
、
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
整
備
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
導
入
費
用
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
へ
の
謝
金
な
ど
、
幅
広
く
対
象
と

す
る
予
定
。
一
事
業
者
当
た
り
の
補
助

上
限
額
は
50
万
円
で
事
業
費
の
３
分
の

２
を
補
助
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
支

援
業
務                　

                  

計
画
策
定
の
目
的
は
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

日
常
の
生
活
ご
み
の
他
、
が
れ
き

や
被
災
し
た
家
具
、
避
難
所
な
ど
に
お

け
る
ご
み
や
し
尿
な
ど
が
大
量
に
発
生

す
る
。
こ
の
よ
う
な
災
害
廃
棄
物
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
想
定
を
行

い
、
課
題
な
ど
を
抽
出
・
整
理
す
る
こ

と
で
、
災
害
廃
棄
物
を
適
正
か
つ
迅
速

に
処
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
計
画

を
策
定
す
る
。

◇
戸
田
市
防
災
基
本
条
例

(

新
規
条
例
）

条
例
制
定
の
目
的
は
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
災
害
に
備
え
、
市
民
・
事
業
者
・

市
及
び
議
会
が
一
体
と
な
り
、
防
災
対

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
実
践
に

よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て
制

定
す
る
。

◇
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の

設
置 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

支
援
拠
点
の
詳
細
は
。

こ
ど
も
家
庭
相
談
の
充
実
・
強

化
を
図
る
た
め
、
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
に
社
会
福
祉
士
や
保
健
師
な
ど

を
増
員
し
、
総
合
支
援
拠
点
機
能
を
整

備
す
る
。
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
、
子

供
の
社
会
的
自
立
に
至
る
ま
で
、
子
育

て
に
悩
み
、
課
題
を
抱
え
る
家
庭
へ
の

包
括
的・
継
続
的
な
支
援
を
実
施
す
る
。

ＱＱ AA 主
な
議
案
の
質
疑

ＱＱ AA

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
を
改
定
（
条
例
改
正
）

原
案
可
決（
賛
成
21 

反
対
４
）

課
題
解
決
に
は
国
庫
負
担

を
増
や
す
こ
と
が
先
決

む
と
う　
葉
子　
議
員

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
無
く
す
よ
う
国
か

ら
の
指
導
を
受
け
、
平
成
29
年
に
大
幅

に
値
上
げ
さ
れ
た
。
今
回
の
改
定
で
も

最
大
３
万
円
の
値
上
げ
に
な
る
世
帯
が

あ
る
。
制
度
の
課
題
解
決
に
は
国
庫
負

担
を
増
や
す
こ
と
が
先
決
で
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
行
い
、
据
え
置

く
べ
き
だ
と
考
え
、
反
対
す
る
。

制
度
の
安
定
的
な
運
用
や

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
も
の

矢
澤　
青
河　
議
員

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者
の

高
齢
化
や
医
療
費
の
上
昇
、
現
役
世
代

の
減
少
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
今
回
の
改
正
は
、
制
度
の
安
定

的
な
運
営
と
負
担
の
公
平
性
、
財
政
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
中
低
所
得
者
へ
の
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
市
の

判
断
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
、

賛
成
す
る
。

◇
介
護
保
険
料
率
な
ど
を
一
部
改

定
（
条
例
改
正
）　 

原
案
可
決（
賛
成
21 

反
対
４
）

高
齢
者
の
健
康
を
守
る
べ
き

む
と
う　
葉
子　
議
員

本
改
定
で
は
、
介
護
保
険
料
の
大
幅

な
値
上
げ
と
な
っ
た
。
本
市
は
高
齢
化

率
が
低
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
国
か
ら

の
調
整
交
付
金（
総
額
5
億
８
千
万
円
）

が
不
足
し
、
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

算
定
に
加
え
て
い
る
。
市
と
し
て
高
齢

者
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
保
険
料

を
抑
え
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

影
響
を
抑
え
る
工
夫
と
努

力
が
行
わ
れ
て
い
る

矢
澤　
青
河　
議
員

介
護
保
険
制
度
は
一
般
会
計
の
費
用

負
担
割
合
が
決
ま
っ
て
お
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
費
用
負
担
の
公

平
性
を
損
な
う
。
第
８
期
計
画
で
は
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
の
工
夫
と
努
力
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
、
高
齢
化
に
伴
う
介
護
給
付

費
の
増
大
は
避
け
ら
れ
ず
、
本
改
正
は

や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、賛
成
す
る
。

◇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

原
案
可
決
（
賛
成
22 

反
対
３
）

市
民
生
活
と
営
業
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
す
べ
き

花
井　
伸
子　
議
員

本
補
正
予
算
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
は
34
億
円
を
超
え
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
各
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
何
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
公

共
施
設
建
て
替
え
の
総
合
的
な
見
直
し

や
先
送
り
な
ど
、
コ
ロ
ナ
災
害
か
ら
市

民
生
活
と
営
業
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

一
定
以
上
の
備
え
は
行
政

の
責
任
と
し
て
当
然

浅
生　
和
英　
議
員

本
市
の
基
金
残
高
は
類
似
団
体
と
同

水
準
か
そ
れ
以
下
で
、
長
期
的
に
見
れ

ば
、
荒
川
氾
濫
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
を

考
え
た
積
み
増
し
の
検
討
も
必
要
。
本

市
は
不
交
付
団
体
で
、
税
収
減
が
財
源

喪
失
に
直
結
す
る
た
め
、
一
定
以
上
の

備
え
は
行
政
の
責
任
と
し
て
当
然
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
で
基
金
は
大
き

く
取
り
崩
さ
れ
、
こ
れ
以
上
の
取
り
崩

し
は
不
測
の
事
態
へ
の
対
応
を
困
難
に

す
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

◇
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

幅
広
く
網
羅
さ
れ
た
予
算

佐
藤　
太
信　
議
員

産
前
産
後
支
援
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

協
定
事
業
者
の
拡
大
な
ど
、
子
育
て
世

帯
の
声
が
反
映
さ
れ
た
他
、
北
大
通
り

へ
の
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
な
ど
に
よ

る
災
害
へ
の
備
え
や
戸
田
駅
周
辺
の
整

備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
や
公
園

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
整
備
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
が
就
労
に
及
ぼ
す
影
響
の
実

態
把
握
、
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
な
ど
が
網

羅
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

要
望
し
て
い
た
事
業
が
実

施
さ
れ
る
点
を
評
価

花
井　
伸
子　
議
員

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
繰
出
金
の

増
加
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
療

体
制
の
強
化
、
障
害
者
に
対
す
る
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
全
小
学
校
屋

内
運
動
場
へ
の
空
調
整
備
、
労
働
者
意

識
調
査
・
景
気
動
向
調
査
の
実
施
な
ど
、

日
本
共
産
党
戸
田
市
議
団
が
こ
れ
ま
で

要
望
し
て
い
た
事
業
が
実
施
さ
れ
る
点

を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

討　
論

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

反
対

◇
「（
仮
称
）
戸
田
市
川
岸
２

丁
目
物
流
施
設
計
画
に
お
け
る

児
童
生
徒
、
周
辺
住
民
の
安
全

確
保
」
を
求
め
る
請
願　

採
択(

全
会
一
致)　
　

 

川
岸
２
丁
目
に
建
設
予
定
の
大
型

物
流
施
設
に
つ
い
て
、
周
辺
に
は
公
共

施
設
や
住
宅
が
あ
り
、
子
供
や
高
齢
者

の
利
用
が
多
い
エ
リ
ア
で
あ
る
。
道
幅

も
狭
く
、
地
域
住
民
の
生
命
を
大
型
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
以
下
４
点
を
要
望
す
る
。

①
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

②
ト
ラ
ッ
ク
の
入
退
場
は
、
左
折
の
み

と
す
る
た
め
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

③
車
道
拡
幅
と
自
転
車
レ
ー
ン
及
び
歩

道
の
整
備
を
行
う
こ
と
④
生
活
環
境
の

変
化
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

周
辺
住
民
と
協
議
し
、
対
策
を
講
ず
る

よ
う
事
業
者
に
要
望
す
る
こ
と
。

◎
戸
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長

戸と
がヶ
﨑さ
き　
勤つ
と
む

氏(

再
任)

◎
戸
田
市
教
育
委
員
会
委
員

長な
が
み
ち道　
修お
さ
む　
氏(

新
任)　
　

︽
結
果
》い
ず
れ
も
同
意(

全
会
一
致)

◇
75
歳
以
上
医
療
費
２
割
化
の

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府

に
提
出
し
て
ほ
し
い
旨
の
請
願　

不
採
択(

賛
成
3 

反
対
22)

後
期
高
齢
者
の
負
担
増
は

通
院
控
え
に
つ
な
が
る

む
と
う　
葉
子　
議
員

国
は
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
現
役

世
代
の
負
担
が
減
る
か
の
よ
う
に
宣
伝

し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
負
担
減
に
な

ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

社
会
保
障
費
削
減
が
目
的
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
が

２
倍
に
な
れ
ば
通
院
を
控
え
、
重
篤
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

一
定
の
所
得
が
あ
る
者
の

負
担
は
致
し
方
な
い

矢
澤　
青
河　
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、
今

後
の
高
齢
化
に
よ
る
現
役
世
代
の
負
担

増
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
役
世
代
に

こ
れ
以
上
負
担
を
押
し
付
け
て
よ
い
の

か
、
一
定
の
所
得
が
あ
る
者
に
対
し
負

担
を
強
い
る
こ
と
は
致
し
方
な
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
考
え
、
激
変
緩
和
措
置

な
ど
も
考
慮
し
、
反
対
す
る
。

請　
願

２
２
９
５
万
８
千
円

１
千
万
円

人
事
案
件

３
４
３
万
１
千
円


